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アルゼンチン
こうりゃん（43%）
とうもろこし（6%）

カナダ
大麦（47%）
小麦（30%）

オーストラリア
こうりゃん（50%）
大麦（47%）
小麦（42%）

配合・混合飼料の原料使用量
（平成24年度（速報値））

［計2,412 万㌧］

※デンプン質が多
く使いやすいとう
もろこしが約4割
を占める。

上段：使用数量(万トン)
下段：割合(％)

近年の飼料穀物の輸入状況

注：括弧内の%はH24年度輸入量の各穀物の国別シェア
資料：財務省「貿易統計(H25年1月以降の値は速報値である。)」、USDA 「World Agricultural Supply and Demand Estimates (June 12, 2013)」、

（公社）配合飼料供給安定機構「飼料月報」

○飼料穀物の輸入量は、近年、 14百万トン程度で推移。主な輸入先国は、米国、ブラジル、オーストラリア、アルゼンチン、カナダ。

○飼料穀物のほとんどは輸入に依存しており、特に、米国・オーストラリアに大きく依存。

我が国の飼料穀物輸入量

注：その他とは、小麦、えん麦、ライ麦である。

（万トン）

世界のとうもろこしの輸出状況

米国
とうもろこし（52%）
小麦（29%）
こうりゃん（8%）

ブラジル
とうもろこし（32%）

米国のとうもろこし需給 （百万トン）
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○ とうもろこしの国際価格（シカゴ相場）は、平成24年 ６月以降、主産地の干ばつによる作柄悪化（昨年6月生産予想
3.8億トン→ 12月予想 2.7億トン）を背景に上昇。直近は、価格高騰による需要減退等により、やや弱含んで推移。

○ 大豆油かすについても、とうもろこしと同様に、弱含んで推移。
○ 海上運賃（フレート）は、直近では40ドル台半ば/トンで推移。
○ 為替相場は、昨年11月中旬以降円安が進展し、直近では99円前後で推移。

配合飼料価格に影響を与える要因の価格動向

注：ｼｶｺﾞ相場の日々の終値である。

＜とうもろこしのシカゴ相場の推移（期近物）＞

＜為替相場の推移＞

＜海上運賃の推移（ガルフ～日本）＞

＜大豆油かすのシカゴ相場の推移（期近物）＞
注：ｼｶｺﾞ相場の日々の終値である。

注：2013年６月の値は、６月の平均値である。

注：2013年５月の値は、６月第４週までの平均値である。
平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年

平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年

平成25年

平成25年

平成25年

平成25年
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(約1,150円)

通常補塡

（3,524円）

25年１月 ４月

58,950円

補塡金

（5,800円）

60,650円

（約1,700円）

異常補塡
（776円）

９月

補塡金

（2,400円）

（約2,200円）

66,450円

約62,850円

（約850円）

（約3,450円）

（約2,150円）

（約1,400円）

20年１月

（約１,800円）

（約1,750円）

異常補塡

（1,860円）

（約１,530円）

（約600円）

（約100円）

（約2,000円）

４月

（約１,850円）

異常補塡

(3,829円)
通常補塡

（5,550円）

通常補塡

（4,553円）

通常補塡

（4,371円）

通常補塡

（4,640円）

通常補塡

（1,600円）

７月

通常補塡

（7,800円）

通常補塡

（8,983円）

10月

（約5,050円）

異常補塡

（1,517円）

10月７月４月19年１月18年10月

通常補塡
（5,252円）

（約2,500円）

21年１月

異常補塡

（3,398円）

通常補塡

（4,002円）

４月

異常補塡

（2,398円）

７月

(約 11,900円)

10月 22年１月

（約2,900円）異常補塡

（3,097円）

（約1,400円）

４月

（約3,600円）

７月

（約400円）

（約700円）

10月

配合飼料価格

23年１月

約59,950円

４月

52,500円

生産者実質負担額

７月

52,100円
約42,600円

（約200円）

58,100円

54,100円

58,100円

62,800円

64,800円

67,600円

55,700円

55,000円

53,600円
53,200円

52,500円

（約700円）

通常補塡

(3,250円) （約1,400円）

55,950円

異常補塡
（966円）

通常補塡

(3,734円)

52,500円

（約1,750円）

10月 24年１月

58,650円

59,500円

異常補塡
（865円）

通常補塡

(3,835円)

４月

通常補塡

(2,100円)

（約2,300円）

７月

57,500円

56,350円 （約1,150円）

配合飼料価格安定制度による補塡の実施状況

10月

（約1,000円）

通常補塡
（450円）

（約550
円）

54,300円

53,100円

49,900円

44,300円

（約250円）

通常塡補

（5,450円）

63,250円

７月

①

② ③

④

58,500円

（約4,750円）

57,800円58,050円57,500円56,350円56,550円54,800円53,400円52,700円52,500円52,500円52,500円53,200円53,600円55,000円52,100円55,700円59,950円57,400円52,300円50,300円48,550円46,650円44,900円43,400円42,700円

（約3,200円）

約60,650円

生産者実質負担額※は約2,200円/トンの増加。
※(①＋②＋③＋④)／４＝約62,850円/トン

63,250円

配合飼料価格
67,900円

改定幅
1,450円
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○ 発動条件等

異常補塡基金

（社）配合飼料供給安定機構

通常補塡基金

（社）全日本配合飼料価格・畜産
安定基金 （商系）

（社）全国配合飼料供給安定基金
（全農系）

（社）全国畜産配合飼料価格安定
基金（専門農協系）

畜産経営者

積立金1/2

積立金1/2

※積立金
1,200円/ｔ

※積立金
600円/t

通常補塡金

異常補塡金

国

配合飼料
メーカー

異常補塡金

異常補塡基金

国とメーカーが

1/2ずつ拠出

・ 輸入原料価格が直前１か年の平均と
比べ１１５％（25年度第２四半期まで
112.5%）を超えた場合

通常補塡基金

生産者（600円/t)と

飼料メーカー（1,200円/ｔ）

が拠出

・ 飼料価格が直前１か年の平均

を上回った場合

○ 制度の仕組み

基金残高

（25年7－9月期に対応可能な額）

約１４３億円（見込み）
（異常補塡基金と合わせ約１６３億円）

基金残高

（25年7－9月期に対応可能な額）

約２０億円（見込み）

配合飼料価格安定制度の概要

（注）通常補塡基金は20年度に1,192億円の借入を行っており、毎年度の積立金から
計画的に返済（24年度末で540億円が返済済みであり、借入残高は652億円)。

このほか、異常補塡基金から24年度第３、４四半期に333億円(見込み)の無利子
貸付を実施(第３四半期140億円、第４四半期193億円(見込み))。

○ 配合飼料価格安定制度は、配合飼料価格の上昇が畜産経営に及ぼす影響を緩和するため、

①民間（生産者と配合飼料メーカー）の積立による「通常補塡」と、

②異常な価格高騰時に通常補塡を補完する「異常補塡」（国と配合飼料メーカーが積立）の

二段階の仕組みにより、生産者に対して、補塡を実施。

○ 平成24年第３・４四半期の価格高騰に対応して、24年度限りとして異常補塡の発動基準引下げ（112.5％）及び通常補塡の

無利子貸付けを実施。加えて、経済対策第二弾により148億円を異常補塡に積み増し。

○ 通常補塡からの25年度の市中銀行への返済180億円を27年度に後倒し。これにより25年度の積立金432億円の全額を補

塡財源に使用可能。

○ 異常補塡の発動基準引下げ（112.5％）について、25年度第２四半期まで継続。
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配合飼料価格高騰緊急対策（平成25年6月21日公表）

交付額
1,325円／ﾄﾝ

７－９月期の
補塡単価

5,050円／ﾄﾝ

１

交付額
81億円

１

基金からの
補塡

2,400 円／ﾄﾝ

○ 平成25年７－９月期の配合飼料価格は、穀物価格の高止まり等により、対前期（平成
25年４－６月期）比で1,450円／トン引き上げ。

○ 一方、配合飼料価格安定制度の通常補塡基金は、昨年秋以降の配合飼料価格の高
騰に対応し補塡を続けてきているため、７－９月期の補塡を十分に行うことができない
状況。

○ このような状況下において、畜産経営の維持・安定と国産畜産物の安定供給を図るた
め、特例的に緊急の措置を実施。

上昇した
農家実負担水準

満額補塡時の
農家実負担水準
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